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Twenty
Anniversary

新
成
人
が
思
う
成
人
の
日
の
独
り
言

成人式に参加した皆さんに伝えた

い気持ちや将来の目標を一言つづっ

ていただきました。学生、社会人、

また一人の親として立場は人それぞ

れ異なりますが、どのメッセージも

若さと希望に溢れていました。

平
成
26
年
泉
崎
村
成
人
式
は
、
１

月
12
日
（日）
に
挙
行
さ
れ
、
20
歳
を
迎

え
る
新
成
人
男
子
46
名
、
女
子
50
名
、

計
96
名
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。
開
式
に
先
立
ち
、
成
人
者
の
生

い
立
ち
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
る
と
、

会
場
に
は
時
折
成
人
者
の
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

式
は
、
清
水
伽
奈
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
で
国
歌
斉
唱
に
は
じ
ま
り
、
続

く
成
人
証
書
授
与
で
は
、
出
席
し
た

77
名
の
新
成
人
が
、
清
々
し
い
表
情

で
久
保
木
正
大
村
長
よ
り
成
人
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

次
に
式
辞
で
、
久
保
木
村
長
が

「
夢
は
あ
り
ま
す
か
。
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
、
そ
の
若
い

力
を
発
揮
し
て
く
だ
い
。
自
分
達
の

個
性
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
育
ん
で

く
れ
た
人
達
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
に
い
て
く
だ
さ
い
。
」
と
新
成
人

に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、

祝
辞
で
は
、
中
野
目
正
治
村
議
会
議

長
が
あ
た
た
か
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
田
睦
子
教
育
委
員
長

か
ら
成
人
者
代
表
の
富
永
桃
子
さ
ん

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
菊
地
健
太
さ

ん
が
成
人
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。
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成人証書授与式において、久保木村長から成人者

一人ひとりに成人証書が手渡されました。

祝成人
成人を迎えられた皆さまには、心よりお祝い申し上げます。
今後、皆さまが益々飛躍され、活躍されることを御祈念い
たします。

式を締めくくった万歳三唱では、新成人が
久保木村長の発声で声高く万歳した。

成人者紹介でビデオプロジ
ェクターからスクリーンに
なつかしい映像が映し出さ
れると、思わず笑顔がこぼ
れる新成人。

艶やかな着物に身を包む女性陣

友人との再会に盛り上がる男性陣

は
た
ち
の
式
典



広報

いずみざき ４

伝統こそ地域の宝

またたく間に火柱が上がる様子を見守る会員達。

いちょうの会

会長　佐々木敏夫氏

いちょうの会は、70代を
中心に構成され、現在会員
数は20名です。組織の高齢
化が課題でしたが、天王台
地区を中心に昨年５名の若
い世代の人達が会に加わり、
益々元気に活動しています。

小正月行事

「とうやんぼう」の名付
け親は、当時の公民館長

どんと焼きは、小正月に
あたる15日やその前夜に、
正月飾りや書き初めなどを
燃やし、その火で餅を焼い
て食べ健康を祈願したりす
る行事です。泉崎ではこれ
を「とうやんぼう」と呼び
ますが、この名前は村の方
言をもとに考えられまし
た。

前日に材料を集め、
当日の朝、竹で櫓
を組み、周りにカ
ヤをかけて完成。
高さは約５メート
ルになる。

点火前にお神酒で清
める。佐々木会長他
代表４名が今年一年
の村の発展と、とう
やんぼうの無事を祈
願した。

震災の年に「復興千羽鶴」
を村内の各公共施設に寄
贈した発起人の福永伸子
さんと作業に関わった遠
藤チエ子さんは、役目を
終えた千羽鶴が炎に包ま
れる様子を見守った。

いちょうの会で準備
したトン汁をほおば
る来場者。とうやん
ぼうには、当日約50

組が来場。小正月行
事を楽しんだ。

１
月
11
日
（土）
、
「
と
う
や

ん
ぼ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
も
と
も
と
小
正
月
の
行

事
と
し
て
村
内
各
地
区
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
た
ど
ん
と

焼
き
は
、
一
時
途
絶
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
今
か
ら
20
年
前

に
い
ち
ょ
う
の
会
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
、
「
と
う
や
ん

ぼ
う
」
と
い
う
名
で
こ
の
行

事
を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。

と
う
や
ん
ぼ
う
は
、
冬
の

風
物
詩
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
正
月
行
事

20
年
目
の
と
う
や
ん
ぼ
う

大
切
な
行
事
だ
か
ら
次
の
世
代
へ
つ
な
ぎ
た
い
。

行事のまとめ役

１ ２

３ ４

３ ４１ ２

箱根駅伝走者
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瀬知房出身の駅伝ランナー　兼子侑大選手
（山梨学院大学3年）

大会終了後、帰郷した兼子選手は、１月７日（火）、
箱根駅伝の出場を報告するため、村長室を訪れました。
（右から）穂積教育長、久保木村長、兼子選手、兼子
選手の祖父、岡部副村長、瀬戸主査

兼子選手の主な経歴
□泉崎中学校入学

（１年）全国中学駅伝競走大会第５区走者

（２年）千葉国際クロスカントリー大会６位

（３年）県中学3,000ｍ優勝（全国大会へ出場）

（３年）千葉国際クロスカントリー大会優勝

□仙台育英学園へ進学後、山梨学院大学入学

兼子侑大選手コメント
山梨学院大が２区で棄権となり、TV中継で自分の

区間が報道された。スタートした時、心の整理はつ
いていなかった。タスキがとぎれたこと、チームの
棄権、そうした中でのスタートだった。でも、５
Kmまでに気持ちの整理をして自分のやるべき事に
集中した。

今
年
の
正
月
に
開
催
さ

れ
た
「
箱
根
駅
伝
」
に
泉

崎
村
出
身
の
兼
子
侑
大
さ

ん
が
山
梨
学
院
大
学
の
３

区
走
者
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
前
区
走
者
が
ア
ク

シ
デ
ン
ト
で
途
中
棄
権
と

な
る
中
で
、
冷
静
さ
を
保

っ
た
ま
ま
、
５
人
抜
き
を

果
た
し
、
見
事
区
間
６
位

と
い
う
好
成
績
で
走
り
ぬ

き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
福
島
県
国
際

農
友
会
海
外
派
遣
研
修
事
業

農
を
営
む
若
人

木
目
澤
初
実
さ
ん
（
字
愛
宕
山
）

村
内
で
酪
農
を
営
む
木
目
澤
初
実
さ
ん
は
、

農
友
会
海
外
派
遣
団
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
、
先
駆
的
農
業
者
の
育
成

を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
１
月
19
日

か
ら
11
日
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
や
フ
ロ
リ
ダ

で
現
地
視
察
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

初
実
さ
ん
は
、
北
海
道
の
大
学
で
酪
農
を

専
攻
し
、
３
年
前
か
ら
親
子
で
酪
農
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
大
学
の
卒
業
旅
行
中
に
大
震

災
に
遭
遇
し
、
そ
の
後
、
実
家
に
戻
り
親
も

と
で
酪
農
を
は
じ
め
た
。
「
私
の
就
農
の
ス

タ
ー
ト
地
点
は
、
震
災
の
影
響
で
、
厳
し
い

経
営
を
強
い
ら
れ
た
。
派
遣
先
で
は
、
農
業

経
営
者
の
考
え
方
や
、
姿
勢
な
ど
を
学
び
、

今
後
の
仕
事
に
活
か
し
た
い
」
と
笑
顔
で
抱

負
を
語
っ
た
。

兼子選手（左） 「福島民報社提供］
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工事なんでも御相談ください（見積もり無料） 

派
遣
職
員
　
木
野
内
巌

主
査
︵
泉
崎
村
役
場

除
染
対
策
室
よ
り
下
條
村
総
務
課
へ
派
遣
︶

長
野
県
　
下
條
村
か
ら
研
修
報
告

役
所
を
変
え
る

泉
崎
村
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
、
よ
り
良
い
地
域
を

創
り
あ
げ
る
た
め
、
少
数
精
鋭

に
よ
る
力
強
い
組
織
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
治
運

営
の
先
進
地
で
あ
る
市
町
村
へ

村
職
員
を
継
続
的
に
派
遣
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
去
年
11
月

中
旬
か
ら
今
年
３
月
末
ま
で
の

期
間
で
木
野
内
巌
主
査
を
長
野

県
下
條
村
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
の
目
的

行
政
運
営
の
先
進
地
に
赴
く
こ
と

で
、
職
員
同
士
の
連
帯
感
を
肌
で
感

じ
、
少
数
精
鋭
で
業
務
を
行
う
自
治

体
の
仕
組
み
や
特
色
を
学
ぶ
。
ま
た
、

職
場
だ
け
で
な
く
、
異
な
る
風
土
で

地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、

己
を
高
め
、
仕
事
に
対
す
る
固
定
化

し
た
概
念
を
払
し
ょ
く
し
、
ま
た
仕

事
に
対
す
る
心
構
え
や
、
姿
勢
を
見

直
す
機
会
と
す
る
。

[

下
條
村
に
住
ん
で]

下
條
村
役
場
で
研
修
を
行
い
、

早
く
も
２
ヶ
月
が
過
ぎ
、
残
り

の
研
修
期
間
も
２
ヶ
月
に
な
り

ま
し
た
。
私
が
思
っ
て
い
た
長

野
県
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
雪
が
多

く
寒
い
場
所
で
し
た
が
、
下
條

村
は
南
信
州
エ
リ
ア
に
位
置
し
、

愛
知
県
や
静
岡
県
に
比
較
的
近

く
、
本
村
と
比
べ
て
も
少
し
暖

か
く
感
じ
ま
す
。
１
月
の
晴
れ

た
日
の
日
中
は
、
３
月
ぐ
ら
い

に
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
派

遣
は
短
い
期
間
で
す
が
、
一
つ

で
も
多
く
の
役
場
の
事
、
地
域

の
事
を
勉
強
し
て
戻
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
木
野
内
巌
）

行政運営の先進地へ －新しい村づくりへの挑戦－

研修先となる長野県下條村は、高い財政力とコンパクトな
行政運営を成功させた、全国から注目を集める自治体です。

着任当初、９月に発生した台風災害による現地確

認の業務を行った。以後は総務課の業務に戻る。下

條村は約69％（本村は約33％）が林野で、農地等の

水源の大部分が水路等を使った山からの治水に頼っ

ている。居住地域は約500ｍの標高差があり、辺りは

山に囲まれ、農地も山に沿って拓かれており、地勢

は、本村と大きく異なる。台風災害は、農林施設等

の被害が３分の２を占めた。下條村は、少数精鋭で

あるため災害対応人員が不足し、現地確認等の業務

はシルバー人材センターから受け入れるなど柔軟な

組織運営を行っていた。

下條村より南アルプスを望む。

研修報告抜粋　－台風災害関連－

デスクに向かう木野内主査

子ども達が家庭や地域とのつながりを俳句で表現

広報

いずみざき7

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。

〜
﹁
十
七
字
の
ふ
れ
あ
い
事
業
﹂
受
賞
作
品
〜

村教育委員会

[最優秀賞]
＜子と母＞

ぼくたちね　パパのこどもで　よかったよ
（安藤　瀬那・泉崎第一小学校１年）

大丈夫　私が息子　守るから
（安藤　茜）

＜子と父＞

きづいたら　パパのてはなれ　こいでた
（新田　央翔・泉崎第二小学校１年）

補助もとれ　我が子の背中　頼もしい
（新田　裕勝）

＜子と母＞

蝉の声　負けじとボールを　うつ私
（穂積　沙也花・泉崎中学校１年）

部活動　頑張る子供の　日焼け顔
（穂積　典子）

吉田　　蓮（一小４年）さくら（姉）

本柳　直樹（一小５年）波穂（母）

緑河　由奈（二小１年）志保（母）

木野内陽斗（二小２年）慎一（父）

小松　拓海（泉崎中１年）由利子（祖母）

白田　后樹（泉崎中２年）洋美（母）

中目　雄麻（一小６年）重男（父）

佐々木心陽（一小１年）悦子（母）

鈴木　修斗（二小６年）紘美（母）

小玉　瑞葵（二小５年）真由美（母）

本柳　大樹（泉崎中２年）波穂（母）

長久保　南（泉崎中１年）トシ子（曾祖母）

「十七字のふれあい事業」は、家族や地域における人々との関わりを、５、７、５で表現する
県教育委員会の事業です。村内の各学校は、昨年この取り組みに参加しました。それらの俳句は、
心温まる優れたものでありましたので、より多くの方々に作品をご覧いただくため、村が、独自
に審査会を行い、次の作品が受賞作に選ばれました。

創作動機
30歳の若さで突然亡くなってしまった
お父さん。急なお別れで泣いてばかりで
したが、今まで支えてくれた感謝の気持
ちをこめてつくりました。

創作動機
何度も転び泣きながら自転車の練習を

し、パパが待ってるよ！と言っていたの
に気がついたら、一人で乗れていた喜び
を作品にしました。

創作動機
ソフトテニスの練習をしているそばで、

蝉がないているのを聞いて、蝉に負けな
いくらい頑張ろうと思いました。

[優秀賞] 順不同 [佳　作] 順不同
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平
成
26
年
度
の
『
泉
崎
村
育

英
奨
学
資
金
』
の
奨
学
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
時
期
　
３
月
３
日
(月)
〜

３
月
20
日
(木)
17
時
ま
で
　

◇
応
募
資
格

（１）

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
、
短
期
大
学
、
大
学
及
び

こ
れ
ら
の
教
育
機
関
と
同
等

と
み
な
さ
れ
る
そ
の
他
の
教

育
機
関
に
在
学
し
、
品
行
が

正
し
く
学
術
に
す
ぐ
れ
、
身

体
が
強
健
で
あ
る
こ
と
。

（２）

奨
学
生
及
び
そ
の
父
母
が

村
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
こ
と
。

（３）

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（４）

国
県
又
は
、
他
の
団
体
か

ら
同
種
類
の
奨
学
資
金
の
貸

与
、
又
は
給
付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

（５）

こ
の
他
、
詳
細
は
育
英
基

金
募
集
要
項
及
び
選
考
要
領

等
に
よ
る
。

高
校
や
大
学
等
へ
通
う
方
へ
の
資
金
貸
付
制
度
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

泉
崎
村
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
　
蕁
５
４
・
１
５
３
３

軽
自
動
車
の
廃
車
な
ど

の
手
続
き
に
つ
い
て

税
務
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
３

※
専
門
学
校
は
短
期
大
学

（
月
額
４
万
円
）
と
同
種
区
分

◇
貸
与
の
条
件

（１）

貸
与
利
息
　
無
利
息

（２）

貸
与
期
間
　
奨
学
生
が
在

学
す
る
正
規
の
修
学
期
間

（３）

償
還
方
法
　
貸
与
期
間
の

終
了
か
ら
７
日
以
内
に
借

用
書
を
提
出
し
、
そ
の
６

ヶ
月
後
か
ら
７
年
以
内
に

お
い
て
年
賦
、
半
賦
、
月

賦
に
よ
り
返
還
。

◇
経
済
力
基
準

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の

判
断
は
、
本
人
の
属
す
る
世
帯

人
員
別
収
入
基
準
額
を
設
定
し
、

本
人
の
属
す
る
世
帯
の
１
年
間

の
総
所
得
金
額
と
、
こ
れ
に
対

す
る
世
帯
構
成
を
考
慮
し
た
認

定
総
所
得
金
額
を
算
出
し
、
こ

の
額
が
収
入
基
準
を
上
回
ら
な

い
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
所
有
さ
れ
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転

車
、
二
輪
車
、
三
輪
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
四
輪

等
）
を
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、

他
の
人
に
譲
っ
た
時
な
ど
は
、

廃
車
、
名
義
変
更
等
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

役
場
で
は
〔
原
動
機
付
自
転

車
／
（
１
種：

50
cc
以
下
）（
２

種
乙：

50
〜
90
cc
以
下
）（
２
種

甲：

90
〜
125
cc
以
下
）〕〔
小
型

特
殊
自
動
車
／
（
農
耕
作
業
用
）

（
小
型
特
殊
車
）〕〔
ミ
ニ
カ
ー
〕

の
各
種
手
続
き
を
取
り
扱
い
ま

す
。（
※
廃
車
申
告
の
際
は
印
鑑
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。）
そ
の
他
軽
自
動
車

の
手
続
き
は
、
県
軽
自
動
車
協

会
で
お
願
い
し
ま
す
。

種　　　類 貸 与 月 額 貸付イメージ　※貸付総額

高 等 学 校 ２０,０００円 ３年間 20,000円×３６ヶ月＝720,000円

高等専門学校 ２０,０００円 ４年間 20,000円×４８ヶ月＝960,000円

短 期 大 学 ４０,０００円 ２年間 40,000円×２４ヶ月＝960,000円

大　　　　学 ４０,０００円
４年間 40,000円×４８ヶ月＝1,920,000円

６年間 40,000円×７２ヶ月＝2,880,000円
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画
に
沿
っ
て
す
す
め
ま
す
。
な

お
、
請
負
業
者
が
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
、
作
業
同
意
書
や
作
業

打
ち
合
わ
せ
等
で
伺
っ
た
際
は
、

ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

へ
の
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
の
加
入
者
（
第
２
号

被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
第
２
号
被
保
険
者
が

20
歳
に
な
っ
た
時
の
、
加
入
手

続
き
は
不
要
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
　
　
　
　
　

〈
将
来
の
大
き
な
支
え
〉

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責

任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障

さ
れ
ま
す
。

〈
老
後
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
〉

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ

た
時
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
際
に
受
け

取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族
（
「
子
の
あ

る
妻
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ

ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」

①
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
対
象
は
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
方
で
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ

ー
の
方
な
ど
が
20
歳
に
な
っ
た

時
は
、
住
所
地
の
市
町
村
役
場

村
内
除
染
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

除
染
対
策
室
蕁
５
３
・
２
２
３
６

国
民
年
金
の

お
知
ら
せ

住
民
生
活
課
　
蕁
５
３
・
２
１
１
２

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て

き
ま
し
た
第
１
工
区
（
踏
瀬
・

太
田
川
・
高
根
・
宿
舘
・
峠
地

区
）
の
住
宅
除
染
及
び
村
道
除

染
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

第
２
工
区
（
峠
・
天
王
台
・

原
地
区
）
の
住
宅
除
染
に
つ
い

て
は
、
空
間
放
射
線
量
の
値
と

し
て
、
住
宅
敷
地
内
の
平
均
が

０
・
23

/
ｈ
を
超
え
て
い
る

住
宅
は
面
的
除
染
を
行
い
、
超

え
て
い
な
い
住
宅
は
部
分
的
除

染
の
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
、
順
次
作
業
を
す
す
め
ま

す
の
で
作
業
を
行
う
泉
崎
除
染

復
興
対
策
協
同
組
合
が
訪
問
し

た
際
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
工
区
（
北
平
山
・

八
雲
地
区
）、
４
工
区
（
関
和
久

地
区
）
に
つ
い
て
も
既
に
発
注

し
、
各
地
区
で
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
際
に
出
さ
れ
た

意
見
等
の
内
容
を
踏
ま
え
、
計

■第4工区－関和久地区の除染に関する説明会

μSv
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梅宮吉男氏（字新宿）が旭日単光章
西郷村で産業廃棄物処理業を経営する梅宮吉男

氏は、廃棄物処理業務を通して日頃の再生循環型
社会への取り組みが高く評価され、旭日単光章が贈られまし
た。これは、国家や公共に対し顕著な功績をあげた方に贈ら
れるもので、梅宮氏は、このたび受章報告に来庁し、喜びの
声を久保木村長に伝えました。

12

16

村交通安全協会の会員が表彰
「白河地方交通安全大会」が白河市で行わ

れ、その席上で日頃の活動が称えられ、泉崎
村交通安全協会の副会長三浦耕志朗氏と理事の星富男氏
が表彰を受けました。

■[三浦氏（写真右）：全日本交通安全協会長・交通栄誉
賞「緑十字銅賞」表彰を受賞]
■[星氏（写真左）：福島県警察本部長・県交通安全協会
長連名表彰を受賞]

11

26

民生委員高齢者部会がケアハウスを慰問
泉崎村民生児童委員協議会高齢者部会がケアハ

ウス泉崎を慰問しました。この日ケアハウスを訪
れた民生委員の川原學氏と長久保重行氏は、白澤施設長にみ
かん２箱を贈呈した後、情報交換を行いました。

12

24

株式会社コラボウェイストが通年で清
掃活動を実施中
八ケ代で操業する廃棄物処理業の株式会社

コラボウェイストは、去年１年間で会社周辺の清掃活動
を10回実施し、合計約125㎏のゴミを回収しました。
同社は、本年も同様の取り組みをすすめる予定です。

12
16
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保育所で子ども新年会
保育所で子ども新年会が開催されました。先生

方は、お正月に食べるものや、羽根つき、福笑い
などお正月に関わることを子ども達に教えていました。最後
に手作りの獅子舞が登場し、賑やかな会となりました。

１

10

全国中学生人権作文コンテストで表彰
人権尊重の大切さや人権についての理解を

深めることを目的に開催された第33回全国中
学生人権作文コンテストで、白河支局長賞に

鈴木歩華さん（泉崎中１年）「いじめについて」、また、
人権委員長賞に、大沼麗奈さん（泉崎中１年）「人権につ
いて」が選ばれました。この日、村人権擁護委員の兼子
春枝さんから、各賞が伝達されました。

12

19

子ども達がだんごさしに挑戦
村中央公民館において、こども体験くらぶが行

われ、江戸時代から伝わる小正月の行事｢だんご
さし｣を体験しました。いちょうの会の皆さんから、だんご
さしの由来、だんごの作り方、飾り付けの指導を受けて、子
ども達は立派なだんごさしを完成させました。

１

18

今年１年の無火災を願い、消防団が出初式
泉崎村消防団による出初め式は、農村環境改善

センター脇のゲートボール場で開かれ、団員約

130名が出席しました。団員達は、式典後に放水訓練を実施し
た後、各地区ごとに機械器具や、消火栓の点検を行いました。

１

12

菊地キミさんが百歳賀寿
１月１日に100歳の誕生日を迎えた菊地キミさん（字

新田）の100歳を祝う賀寿贈呈式は、カントリーヴィレ
ッジで開かれました。はじめに加藤正和県南保健福祉

事務所副所長が知事賀寿を贈呈し、続いて久保木村長から賀寿が贈
られました。また議会を代表して出席した中野目議会議長や五十嵐
信男村老人クラブ連合会長からもお祝い金などが贈られました。

18
１

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び

大沼さん 鈴木さん
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正しく理解しよう　認知症のこと

・記憶障害
「部屋に探し物をしに行ったら、何をしに来た

のか思い出せない」など今しようとしたことが分
からなくなることがしばしば起こります。

・時間の見当識障害
日付や曜日が分からなくなることです。何かの

イベントを思い出そうとしたときも、どのくらい
前のことか分からなくなることがしばしば起こり
ます。

・性格変化
疑い深くなったり、怒りっぽくなったりします。

記憶障害などから自分に自信がなくなったり、ち
ゃんと対応できない自分にいらだったり不安を感
じるためと解釈されます。

・話の理解困難
テレビドラマの内容が理解できなくなったり、

「もしこうならこうだけど、そうでなかったらこ
うだよ」といった少し複雑な話の理解が難しくな
ります。作り話をしたり、とんちんかんな応答を
することがあります。

・意欲の低下
長年の趣味を止めるなど、今まで楽しかったこ

とへの意欲がなくなります。

５つの症状は、誰にでも
起こることです。しかし、
項目がいくつも、又はし
ばしば該当する時は、軽
度認知障害の徴候です。

認知症の医療や介護についての相談窓口

●認知症に対応する診療科や医療機関・・・もの忘れ外来、精神科、心療内科など
●泉崎村地域包括支援センター（保健福祉総合センター内） 蕁５４・１７７７
●泉崎村保健福祉課（保健福祉総合センター内） 蕁５４・１３３３
●高齢者総合相談センター　シルバー１１０番　電話相談
（全国共通　蕁「♯８０８０」で最寄りの相談センターへつながります。）

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界

の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
が
、
一

方
で
長
寿
に
な
れ
ば
認
知
症
に

か
か
る
可
能
性
は
高
く
な
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
調

査
で
は
、
85
歳
で
は
５
割
、
95

歳
で
は
約
８
割
の
人
が
認
知
症

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
認
知
症
が
老
化
と
深
く
関

係
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
日
の
日
本
で
は
、
高
齢
期

を
一
人
や
夫
婦
の
み
で
暮
ら
す

方
が
増
え
て
お
り
、
認
知
症
に

な
っ
た
と
き
、
家
族
だ
け
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
の
が
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。
家
族
だ
け
で
認
知

症
の
人
を
支
え
る
の
で
は
な
く
、

社
会
的
な
支
援
を
受
け
た
り
、

地
域
で
助
け
、
支
え
合
う
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
原
因
は
様
々
で
す

が
、
治
療
に
よ
り
進
行
を
遅
ら

せ
た
り
、
回
復
で
き
る
認
知
症

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

治
療
効
果
の
あ
る
早
い
段
階
で

認
知
症
に
気
づ
き
対
処
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
実

際
は
認
知
症
に
な
っ
た
こ
と
を

認
め
た
く
な
い
、
隠
し
て
お
き

た
い
気
持
ち
か
ら
、
効
果
的
な

対
処
の
時
期
を
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

認
知
症
は
高
齢
に
な
っ
た
ら
誰

も
が
か
か
る
病
気
の
一
つ
で
あ

り
、
老
化
の
一
部
で
あ
る
と
い

う
認
識
で
、
早
め
に
専
門
医
等

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
に
予
防
に
取
り
組

ん
だ
り
、
適
切
な
治
療
を
受
け

れ
ば
、
よ
り
発
症
を
延
ば
す
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
気
に
な

る
症
状
が
あ
れ
ば
、
勇
気
を
出

し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

認
知
症
は
高
齢
期
に
最
も

か
か
り
や
す
い
病
気
の
一
つ

皆
で
支
え
あ
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

軽
度
認
知
障
害

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
徴
候

早
め
の
対
処
が
必
要

広報
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問：蕁53・2415 事務　澤田・鈴木まで

※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施
※菅野先生の診療については直接診療所事務課まで

Ｑ２　答え　Ｂ．約10万回
心臓の鼓動の回数は1分あたり約70回程で１日にすると約10

万回になります。ちなみに１日に心臓が送りだす血液量は約8

トンになるそうです！

Ｑ1 答え　C ．４つ
心臓は左右に仕切られ、戻ってきた血液
を受け取る右心房・左心房と血液を送りだ
す右心室・左心室の４つに分かれています。

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成26年２月

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

三　浦
内科・外科

総合南東北病院医師
心臓血管外科

休
　
　
　
診

菅　野
内科・胃腸内科
2/3・24

小　林
整形外科・内科

胃腸内科医師
［胃カメラ］

小林奈美江
眼科

緑　川
2/3第一月曜日午後

午　後

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

小　林
整形外科・内科

小鹿山
内科・外科

工　藤
小児科・内科

三　浦
内科・外科

小　林
第2・4・5土曜日

小　林
整形外科・内科

胃腸内科医師
第1・3土曜日

心臓のはたらき

１月の公開講座のご案内
◆日　時：平成26年２月15日（土） 入場無料!!

開場　13:30～　　開演　14:00～15:30
◆会　場：泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
◆演　題：「循環器系疾患のお話」

講師　総合南東北病院　　循環器・血管外科　緑川博文先生

泉崎南東北診療所　蕁５３・２４１５

・月曜日の眼科診療は午前中のみとなります。
眼科を是非ご利用ください。

・火曜日は整形外科の専門である小林先生に変更。

当診療所は日曜・祝日ならびに17:00以降の夜間の診療は行っておりませんので、ご注意ください。

Q１：心臓は血液を全身に送るためのポンプの
役割をしていますがその働きを支える為
に心臓の中は部屋に分かれています。
部屋数はいくつでしょうか？

Ａ．2つ　　Ｂ．3つ　　Ｃ．4つ

Q２：心臓は縮まったり拡がったりする事で血液を送り
出しており、その活動を私達は鼓動として感じて
います。では、1日あたりの鼓動の回数
はどのくらいでしょうか？

A．約2000回　　B．約10万回　　C．約500万回

皆さんの元気な生命活動を維持する為に必要な
「心臓」についてクイズで理解を深めましょう！！

※正解はページ最後に記載

・第１月曜日の
午後に診療所に
て診察を行って
います！
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12月の人気の本　ベスト５ 調査対象期間：2013.12.1～12.31

一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん

1
黒書院の六兵衛　上
浅田　次郎著／日本経済新聞出版

(2013年刊)

プリンセスの月星座うらないキラ
メキ　　　　　絹華著／ポプラ社

(2011年刊)

ちか１００かいだてのいえ
岩井　俊雄著／偕成社

(2009年刊)

2
黒書院の六兵衛　下
浅田　次郎著／日本経済新聞出版

(2013年刊)

おれがあいつであいつがおれで
山中　恒著／角川つばさ文庫

(2012年刊)

千と千尋の神隠し
宮崎　駿著／徳間書店

(2001年刊)

4
近藤典子さんの収納で暮らし

ベネッセコーポレーション
(2002年刊)

学習漫画世界の伝記　ヘレン・ケ
ラー　　　三上　修平著／集英社

(1990年刊)

すてきな三にんぐみ　改訂版
トミー・アンゲラー著／偕成社

(2000年刊)

3
祈りの幕が下りる時

東野　圭吾著／講談社
(2013年刊)

いじめ　引き裂かれた友情
武内　昌美著／小学館

(2013年刊)

プリンセスコレクション
矢部　美智代、他／講談社

(2012年刊)

5
尾木ママの子どもの気持ちが「わか
る」すごいコツ　　　尾木　直樹著

日本図書センター(2012年刊)

おしん
橋田　壽賀子著／ポプラ社

(2013年刊)

おもちのきもち
かがくい　ひろし著／講談社

(2005年刊)

泉崎図書館
蕁５３・４７７９

今月のおすすめＢＯＯＫ

新入学・入園の準備にいかがですか？
新入学シーズンを控えたご家庭向け

泉崎図書館マメ知識　“相互貸借”って何だろう？
「相互貸借」とは、他の図書館から資料(本)を借りられるサー
ビスです。ただし、発行年数が１年以内のもの、最新刊など
は除きます。その場合は、「ウィッシュ・リスト」（購入リク
エスト）で可能な限り対応します。

今月のおすすめＢＯＯＫ

通園・通学バッグの超きほん
主婦の友社
そろそろ新入学・入園に向けての
準備をする頃になってきましたね。
お子さんの持ち物を手作りします！
というお母さん方に役立つ本。この
他にも、多数バッグの作り方の本が
あります。

７歳までに学力アップ「勉強が
できる1年生にしてあげよう」
親野　智可等著／学研
ひらがなの学習や計算などを
小学校入学前から無理なく、自
然に身につける方法を親と子ど
もの生活習慣を通してアドバイ
スしています。友達関係や言葉
使い、着替えなどスムーズに小
学校生活を送り学力を向上させ
るための具体的な内容がふんだ
んに盛り込まれています。

広報

いずみざき15

■業務内容：温泉清掃　■募集人員：若干名　■雇用
元：村シルバー人材派遣センター　■時給：675円以上
■勤務日時：週３～４回程度で１日４時間程度　
■資格：不要　■募集対象：概ね60歳以上の健康な方

詳しくは、泉崎村無料職業紹介所まで
蕁５３・２４０９（役場行政推進室内）

こいのぼり彩り計画

天王台ブリッジ泉川付
近に賑やかにこいのぼり
を泳がせる計画です。今
年も多くの皆さまのご理
解とご協力をお願いしま
す。

不要な「こいのぼり」お譲りください。

連絡先：田村万司まで（字天王山）蕁090･7792･1676

平成26年新会員募集中　
【泉崎ゲート門球クラブ】ゲートボール協会加盟
誰でも簡単。ゲートボールのクラブ活動です。
冬期間の運動不足解消にどうぞ
◎60歳以上のシニア会員
◎60歳未満のミドル会員
◎18歳以下のジュニア会員

◎毎週３回練習をしています。
（火曜、木曜、日曜日の午前中）
冬期間暖房器具あり
練習会場（泉崎村屋内ゲートボール場）

※運動着、運動靴を着用（手ぶらＯＫ）

泉崎村ゲートボール協会事務局
（泉崎村中央公民館　蕁53・2258）

訂正とお詫び １月号のＰ８に掲載した「人事行政に関する記事」の中で、誤りを訂正しお詫び申し上げます。
平成25年３月31日時点の住民基本台帳人口の数値　　（誤）６，９２７人　（正）６，７７７人　

求募！さつき温泉棟内で一緒に働きませんか？

求募 平成26年度村立泉崎幼稚園教諭募集
■募集内容：幼稚園教諭　■勤務地：泉崎幼稚園（字八丸100）
■業務内容：幼稚園教諭　■募集期間：平成26年２月10日～２月24日　■賃金：日額６,７８０円～８,３３０円
■雇用期間：平成26年４月１日～平成27年３月31日　　　　　　　　　■資格要件：幼稚園教諭資格　
■募集人数：１名　
※詳しくは、村教育委員会学校教育課まで　蕁５４・１５３３
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印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030

募
　
集

Information

案
　
内

行
政
相
談
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
、
国
・
県
・
村
の

業
務
な
ど
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、

意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

◇
日
時

２
月
８
日
（土）

10
時
〜
正
午

◇
会
場

村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
委
員
　
木
村
　
全
孝

◇
問

役
場
総
務
課

蕁
５
３
・
２
１
１
１

こ
こ
ろ
の
相
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、
そ

の
ご
家
族
を
対
象
に
、
心
理
士
に

よ
る
心
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
（
事
前
予
約
制
）

◇
日
時

２
月
19
日
（水）

14
時
〜
16
時

◇
相
談
員

心
理
士
に
よ
る

◇
会
場

村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

◇
問
・
予
約
　
役
場
保
健
福
祉
課

蕁
５
４
・
１
３
３
３

心
配
ご
と
相
談
所
　
　
　
　
　
　
　
　

心
配
ご
と
や
、
生
活
全
般
に
関

す
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

◇
日
時

２
月
８
日
（土）

10
時
〜
正
午
ま
で

◇
会
場

村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員

村
民
生
委
員
　
北
澤
正
巳
　
　

草
野
　
拓

◇
問

村
社
会
福
祉
協
議
会

蕁
５
４
・
１
５
５
５

無
料
法
律
相
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　

白
河
弁
護
士
協
会
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
（
事
前
予
約
制
）

◇
日
時

２
月
25
日
（火）

13
時
〜
16
時

◇
会
場
　
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

◇
予
約

村
社
会
福
祉
協
議
会

蕁
５
４
・
１
５
５
５

所
得
税
の
確
定
申
告
無
料
相
談
会
　
　

税
理
士
記
念
日
に
、
所
得
税
の

確
定
申
告
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時

２
月
17
日
（月）

10
時
〜
16
時

◇
会
場
　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

◇
問

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部

蕁
２
８
・
３
５
６
３

白
河
司
法
書
士
総
合相

談
セ
ン
タ
ー
　

不
動
産
や
会
社
登
記
、
相
続
、

遺
言
、
多
重
債
務
な
ど
に
関
す
る

法
律
相
談
で
す
。（
事
前
予
約
制
）

◇
日
時

２
月
20
日
（木）

17
時
〜
20
時

◇
会
場

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

◇
問
・
予
約

白
河
相
談セ

ン
タ
ー
　
　

蕁
２
３
・
１
７
８
５

原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る

法
律
相
談

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て
弁

護
士
が
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

（
事
前
予
約
制
）

◇
日
時

２
月
６
日
（木）
、
13
日
（木）
、

20
日
（木）

※
全
日
、
13
時
30
分
〜
15
時
50
分

◇
会
場
　
白
河
商
工
会
議
所

（
白
河
駅
前
）

◇
問
・
予
約

県
庁
原
子
力
災
害

対
策
課

蕁
０
２
４
・
５
２
３
・
１
５
０
１

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

電
話
相
談
　

返
済
し
き
れ
な
い
借
金
を
抱
え
、

お
悩
み
の
方
の
相
談
を
受
け
、
必

要
に
応
じ
弁
護
士
や
司
法
書
士
の

専
門
家
へ
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◇
相
談
受
付

祝
祭
日
除
く
（月）
〜

（金）

８
時
30
〜
17
時

◇
相
談
先

福
島
財
務
事
務
所

多
重
債
務
相
談
窓
口

蕁
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
催
の

企
業
説
明
会

平
成
27
年
３
月
に
大
学
等
を
卒

業
予
定
の
方
を
対
象
に
、
「
大
卒

等
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
（
予
約
不
要
）

◇
日
時

２
月
25
日
（火）

10
時
〜
16
時

◇
会
場
　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま

◇
内
容
・
職
種
、
業
界
研
究
ゼ
ミ

・
合
同
企
業
説
明
会

◇
参
加
企
業

県
内
事
業
所
120
社

が
予
定

◇
問

郡
山
新
卒
応
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

蕁
０
２
４
・
９
２
７
・
４
６
３
３

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集
　

春
休
み
に
実
施
さ
れ
る
「
第
38

回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
期
間

３
月
26
日
（水）
よ
り

６
泊
７
日

◇
場
所

鹿
児
島
県
与
論
島

◇
対
象

小
学
２
〜
６
年
生

（
日
本
人
、
在
日
外
国
人
小
学

生
約
300
名
）

◇
内
容

小
学
生
の
国
際
交
流
・

自
然
体
験

◇
問

公
益
財
団
法
人
　
国
際
青

少
年
研
修
協
会
　

蕁
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

ふ
く
し
ま
で
働
く
す
べ
て
の
方
へ
　
　

本
県
の
最
低
賃
金
は
６
７
５
円

で
、
こ
の
額
は
、
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
常
勤
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
に
か
か
わ

ら
ず
、
福
島
県
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

と
は
別
に
製
造
業
や
自
動
車
小
売

業
等
の
特
定
業
種
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定
最
低
賃
金
」
が
別
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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行
　
事

◆
作
り
か
た

①
　
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ひ
き

肉
、
玉
ね
ぎ
、
な
す
を

い
た
め
る
。

②
　
水
を
入
れ
、
ハ
ヤ
シ

ラ
イ
ス
の
ル
ウ
で
味
を

と
と
の
え
る
。

③
　
ト
マ
ト
の
中
身
を
く

り
出
し
、
中
身
は
ル
ウ

へ
入
れ
る
。

④
　
ト
マ
ト
の
か
た
の
中

に
ハ
ヤ
シ
ル
ウ
を
入
れ

て
チ
ー
ズ
を
の
せ
て
、

３
分
間
オ
ー
ブ
ン
で
焼

け
ば
で
き
あ
が
り
。

★★★★★★★「わが家のアイデア料理コンクール」入賞作品レシピ★★★★★★★

村長賞「トマトハヤシのチーズ焼き」 穂積真愛さん

材　料　牛・豚ひき肉…２００ｇ、 玉ねぎ…中１個、 なす…中２本、 ハヤシルウ…４個、
トマト、チーズ…１枚、 ししとう

申
告
書
の
作
成
と
申
告
書
の
提
出

会
場
に
つ
い
て

白
河
税
務
署
で
は
、
申
告
書
の

作
成
及
び
、
提
出
会
場
を
次
の
場

所
で
行
い
ま
す
。

◇
期
間

２
月
10
日
（月）
〜

３
月
17
日
（月）

９
時
〜
16
時

◇
会
場
　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
２

階
講
堂
（
白
河
税
務
署
と
な
り
）

◇
そ
の
他

税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「e

-T
a
x

」

で
申
告
書
を
作
成
し
、
自
宅
か
ら

ネ
ッ
ト
で
送
信
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
利
用
す
る
と
医
療
費
の
領
収
証

や
源
泉
徴
収
票
の
提
示
を
省
略
で

き
、
還
付
が
窓
口
提
出
に
比
べ
速

く
処
理
さ
れ
ま
す
。

県
民
健
康
管
理
調
査
問
診
票

「
簡
易
版
」

県
で
は
、
震
災
後
４
ヶ
月
間
の

外
部
被
ば
く
線
量
を
推
計
す
る
基

本
調
査
に
つ
い
て
、
よ
り
回
答
し

や
す
い
問
診
票
の
簡
易
版
を
作
成

し
ま
し
た
。
市
町
村
窓
口
に
準
備

し
ま
し
た
の
で
、
問
診
票
の
記
入

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
問

県
立
医
科
大
学
（
県
民
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

蕁
０
２
４
・
５
４
９
・
５
１
３
０

車
の
名
義
変
更
、
住
所
変
更
は

お
早
め
に

自
動
車
の
登
録
、
検
査
手
続
き

は
、
３
月
に
集
中
し
、
窓
口
や
車

検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
車
の

名
義
人
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車

手
続
き
は
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
問

東
北
運
輸
局

（
福
島
運
輸
支
局
）

蕁
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
１
５

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
　
　
　
　

毎
年
２
月
７
日
は
北
方
領
土
の

日
で
す
。
択
捉
島
、
国
後
島
、
色

丹
島
、
歯
舞
群
島
か
ら
な
る
北
方

４
島
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
、
ま

た
国
際
間
の
取
り
決
め
に
照
ら
し

て
も
明
ら
か
に
我
国
の
領
土
で
す
。

一
日
も
早
い
返
還
に
向
け
外
交
へ

の
後
押
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
　
　
　
　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
可
能
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
日
時

２
月
18
日
（火）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
　

◇
会
場
　
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

◇
問

役
場
保
健
福
祉
課

蕁
５
４
・
１
３
３
３

ま
ほ
ろ
ん
冬
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　

棒
１
本
で
火
を
お
こ
す
「
も
み

ぎ
り
」
に
挑
戦
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

◇
日
時

２
月
16
日
（日）

10
時
〜
15
時

◇
場
所

ま
ほ
ろ
ん
（
白
河
市
）

◇
問

県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

白
河
館
（
ま
ほ
ろ
ん
）

蕁
２
１
・
０
７
０
０



わたなべ子どもクリニック
蕁21・2166（老久保）

か ね こ ク リ ニ ッ ク
蕁24・3111（西郷村下前田東）

ひ ま わ り 歯 科 医 院
蕁23・5991（関辺）１１日

岡 　 小 児 科 内 科 医 院
蕁23・7811（結城）

き く ち 診 療 所
蕁21・8672（中島村滑津）

円 谷 歯 科 医 院
蕁27・1255（北中川原）

関 　 医 　 院
蕁23・3003（横町）

き た む ら 整 形 外 科
蕁42・5533（矢吹八幡町）

内 藤 歯 科 医 院
蕁25・0331（西郷村熊倉）２３日

○保健センター　○中央公民館　○幼稚園　○南東北診療所　○資料館　○児童館　○保育所　○第一小学校　○トレーニングセンター　■ごみの日
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※急患のための制度です。［診療時間　９時～17時］月の休日当番医
変更等もありますので必ず電話で確認してから受診してください。
２

■小児科　　　　　　　　　　　 ■内科・外科　　　　　　　　　 ■歯科

建国記念日
休日窓口開庁（役場・社協）

18
（火）

献血
貯筋会
■可燃ごみの日

12
（水）

英会話教室
メタボ予防講習会(運動)
■資源ごみの日

17
（月）

19
（水）

なかよしクラブ（自由参加日）
英会話教室
■資源ごみの日

13
（木）

６・７か月児健康相談
保育参観

14
（金）

新入所児面接説明会
■可燃ごみの日・不燃ごみの日

休日窓口開庁（役場・社協）
泉崎南東北公開講座
教育講演会
土曜登録児受け入れ

休日窓口開庁（役場・社協）
絵画教室

24
（月）

27
（木）

28
（金）

成人学級閉講式
■可燃ごみの日・不燃ごみの日

休日窓口開庁（役場・社協）
平成26年度新入館親子面談
消防団防御訓練

25
（火）

無料法律相談
貯筋会
■可燃ごみの日

26
（水）

３歳児健診
■資源ごみの日

休日窓口開庁（役場・社協）

20
（木）

第140回創立記念日記念集会

３
（月）

ひなまつり会

６
（木）

お別れ会
お別れ会

休日窓口開庁（役場・社協）

７
（金）

■可燃ごみの日

4
（火）

歯科クリニック（フッ素塗布）
■可燃ごみの日

休日窓口開庁（役場・社協）
休肝日

10
（月）

5
（水）

なかよしクラブ（自由参加）
英会話教室
■資源ごみの日・粗大ごみ収集日

休日窓口開庁（役場・社協）
行政相談所
心配ごと相談所
グラスアート教室

★②月の月間・週間何だろう★

・「はたちの献血」キャンペーン
（～2月28日）

・北方領土返還運動全国強調月間
・情報セキュリティ月間
・緑の募金（～5月31日）
・冬の省エネルギー月間

2月13日（木）から村の確定申告がスタートします。

■税　金　－　国民健康保険税　第８期

■保険料　－　後期高齢者医療保険料　第７期

■使用料　－　水道料金　第６期

～２月28日納期のご案内～

今 月 の 行 事 　 2 月

樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
蕁42・2040（矢吹町大久保）

くにい増見クリニック
蕁46・2258（増見）

永 山 歯 科 医 院
蕁27・1646（馬町下）２日

みうら小児クリニック
蕁28・1001（石阿弥陀）

明 渓 醫 院
蕁27・3060（明戸）

ク リ ニ ッ ク お お ま ち
蕁23・1110（登り町）９日

１６日

保 公 幼 診 資 児 育 一 ト

21
（金）

■可燃ごみの日

休日窓口開庁（役場・社協）
奉仕作業
ＰＴＡ奉仕作業

公
保

保
幼

育

診
一
児

資

保
ト

保
公 幼

一

保

公

保
ト

一

児

育 幼

保
公

保

幼
育

保
保
公

2/

3/

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.３.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ２ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.３.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ２ 泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
蕁0248－53－4211

日帰り入浴　100円割引券
有効期限：Ｈ26.３.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon ２

仕
事
に
情
熱
を
燃
や
す
人
々
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
が
静
か
な
マ
イ
ブ
ー

ム
で
す
。
こ
れ
は
、
幅
広
い
業
界

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
逸
材

が
困
難
な
壁
や
苦
難
に
立
ち
向
か

う
情
熱
的
な
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
過
去

の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
今

も
な
お
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
高

い
志
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。先

月
、
箱
根
駅
伝
と
い
う
大
舞

台
に
泉
崎
村
出
身
の
兼
子
侑
大
さ

ん
が
山
梨
学
院
大
の
走
者
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
兼
子
選
手
は
、

前
走
者
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
己

を
見
失
う
こ
と
な
く
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
走
り
を
私
達
に
披

露
し
ま
し
た
。

兼
子
選
手
は
、
『
自
分
の
や
る

べ
き
こ
と
を
や
っ
た
』
と
コ
メ
ン

ト
し
ま
し
た
が
、
仲
間
と
思
い
を

共
有
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
己
と

戦
っ
て
き
た
彼
の
姿
は
、
ま
さ
に

プ
ロ
の
仕
事
人
の
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

泉
崎
で
育
っ
た
成
年
達
の
今
後

の
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

軈
い
ず
み
次
郎
軋
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新
　
郎
・
新
　
婦

井
上
岳
志
さ
ん
・
由
佳
子
さ
ん

岡
部
敏
邦
さ
ん
・
ひ
と
み
さ
ん

泉崎の関和久にデロ地蔵というのがあった。その

地蔵っちゅうのは、泥をのせてこしゃった地蔵様で、

関和久の住吉という所の田んぼの中さ立ってだん

だ。泉崎では、この地蔵を「住吉の地蔵様」って呼

んでいたんだ。昔は、ここらの田んぼは、上田でう

んといい米がとれるから、みんな、ここで田んぼを

やりたくて騒いだっちゅうことだ。それで、ここら

の田んぼは、５年に一度くじで決めることになった

ほどだ。

昔は田植えの仕事で田植えの時などにひどく手首

を使うから、手首が痛くなるソラデという病気にな

ることがひっきらずあった。だからソラデになった

時、この地蔵様を拝んで、泥を手で地蔵様に３回あ

げ治癒を拝むと、よくなったんだと。田植機で植え

るようになったこの頃は、ソラデになる人はいなく

なった。昔はずい分病んだ人も多かったから、よく

泥をあげた。みんなどんどん泥をあげたら地蔵様の

背丈が段々と高くなって、人の背丈にもなったそう

だ。地蔵様にあげる泥はバカにならなかった。

そだわけであんまり田んぼの泥をとられっから、

作っている人は困って塚をぼっこして、そこさ稲を

植えてしまった。そしたら

その家の主人が、手足が痛

んで仕事ができなくなった

もんだから、また元どおり

に戻すと、不思議とそれも

治ったんだと。

人々がお地蔵様を拝むのは、今も昔も変わ
らない・・・そんなお地蔵様のお話です。

『デロ地蔵』 話者　木野内國一・鈴木寅次郎・鈴木藤左衛門　
［ゆかりの地：大字関和久］

－第４話－

基準日 村 の 人 口（人）
世帯数
（戸）

１月１日
現　　在

男 3,239
6,628 2,017

女 3,389

12月１日
現　　在

男 3,235
6,626 2,014

女 3,391

こ
ち
ら

戸
籍
窓
口

●
お
め
で
た

●
お
祝
い
　

●
お
悔
や
み

お
子
さ
ま
の
名
前
　
父
・
母
氏
名

久
保
木
耀
太
よ
う
た

く
ん

光
則
さ
ん
・
亜
希
子
さ
ん

塩
田
　
真
憂
ま

ゆ

ち
ゃ
ん

塩
田
　
紗
憂

さ

ゆ

ち
ゃ
ん

真
実
さ
ん
・
晴
香
さ
ん

大
河
内
　
晟
斗

あ
き
と

く
ん

修
さ
ん
・
真
由
美
さ
ん

藤
原
ア
イ
子
さ
ん
（
92
歳
）

中
畑
　
貞
雄
さ
ん
（
71
歳
）

＝
編
　
集
　
後
　
記
＝
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昨
年
結
婚
し
、
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
ち
ま
す
。
二
人
で
の

生
活
は
、
と
て
も
楽
し
い
反
面
、
主
婦
と
し
て
や
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
事
も
多
く
、
大
変
だ
な
と
思
う
事
も
あ
り
ま
し

た
。
毎
日
の
献
立
を
考
え
る
事
、
洗
濯
、
そ
う
じ
、
あ
た
り

前
の
事
で
す
が
、
毎
日
と
な
る
と
と
て
も
大
変
で
し
た
。
今

ま
で
家
事
は
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
い
た
も
の
の
、
母
任
せ

に
な
っ
て
い
た
な
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
め
て
母

の
苦
労
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
主
人
が
た
ま
に
食
器
を
洗
っ
て
く

れ
た
り
、
そ
う
じ
を
し
て
く
れ
た
り
、
さ
さ
い
な
事
で
す
が

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
二
人
で
助
け
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
家
族
を
は
じ
め
周
囲
の
方
々
に
は
、
結
婚
生
活
に

お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

二
人
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。
新
米
夫
婦
で
す
が
、
少
し
づ

つ
成
長
し
て
い
き
ま
す
の
で
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、
軈
松
原
英
生
さ
ん
軋
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

山田　愛さん
（字ミト内）

泉

崎

俳

句

会

水
音
の
近
づ
い
て
ゐ
る
冬
の
庭
　
　
　
　
　
く
　
に

冬
あ
た
た
か
森
や
す
ら
か
に
人
を
容
れ
　
　
　
々

お
ほ
ぜ
い
の
真
中
に
ゐ
て
悴
め
り
　
　
　
　
和
　
子

ゆ
く
雲
に
吊
ら
れ
て
飛
べ
り
冬
鴉
　
　
　
　
　
々

手
を
入
れ
て
ま
だ
あ
た
た
か
き
焚
火
あ
と
　
潤
　
子

口
に
手
を
当
て
て
笑
ひ
ぬ
頬
被
　
　
　
　
　
　
々

遠
く
よ
り
音
引
き
摺
つ
て
冬
ざ
る
る
　
　
　
光
　
徳

冬
耕
の
終
へ
し
田
深
く
眠
る
か
な
　
　
　
　
　
々

い
つ
も
来
て
坐
る
木
の
椅
子
初
山
河
　
　
　
栄
　
子

子
等
の
声
落
葉
溜
り
を
縦
横
に
　
　
　
　
　
　
々

縁
側
の
陽
に
腰
か
け
る
初
句
会
　
　
　
　
　
秀
　
治

庭
石
の
御
慶
の
な
か
の
滝
つ
原
　
　
　
　
　
　
々

見
な
れ
た
る
山
を
見
て
ゐ
る
三
日
か
な
　
　
ま
つ
え

大
旦
蕎
麦
粉
を
買
ひ
に
犬
連
れ
て
　
　
　
　
　
々

電
線
の
た
わ
む
真
下
の
い
ぬ
ふ
ぐ
り
　
　
　
政
　
夫

松
の
内
砲
声
弾
く
古
瓦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

冬
日
向
園
児
と
帽
子
な
だ
れ
込
む
　
　
　
　
純
　
子

解
逅
の
一
筆
点
す
冬
の
山
　
　
　
　
　
　
　
光
　
郎

落
葉
山
そ
の
ま
ま
け
ふ
の
日
溜
り
に
　
　
　
　
々

夕
時
雨
道
あ
る
ご
と
く
通
り
ゆ
く
　
　
　
　
直
　
子

冬
木
の
芽
見
て
を
り
元
気
と
い
ふ
色
彩
　
　
　
々

鑑
賞
句

老
い
て
な
ほ
稽
古
大
事
や
謡
初
　
　
　
　
高
浜
虚
子

稽
古
事
は
日
頃
の
努
力
が
大
事
で
あ
る
。

経
験
を
積
ん
だ
老
人
で
も
謡
初
と
も
な
れ
ば
一
層
練

習
が
大
事
な
の
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
句

で
す
。

︵
五
十
嵐
直
子
︶

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
や
絵
画
な
ど

を
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
発
行
・
編
集
元
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

１月13日（月）にさつき公園弓道場で開かれた弓道
会の初射会。（久保木村長と弓道会の皆さま）

団体紹介 −泉崎村弓道会−


